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員会 とでも呼べ そうな顔 ぶれであったことは事実であ
る.こ うして,し ばらくの間,あ まり民主的でない南極
資料編集組織が続いていたのであるが,中 身の方は着実
に レベル上昇を続けていた.そ の当時既に極地科学関係
繊 国立 極地研 究所 発行 饗〒173東京都 板橋 区加 賀1-9-10曾(03)9624711(代表)
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の.F厚門 、1と:とL.『CC.t,その 「勺容 の 科・学:|'1勺レベ ル の1'Jliさに:ts
い て 世 界 ・て.あっ た と1;.・)ても過.㍍－Cはあ る まい.日 本
の 南 極 観 測隊 の 霜llは」「1-'Eに発展LてL・i.二じ 隙 貝[]隊tt
の 業績 は 少 な く と もそ の概 要 を 南極 資 料1温こ寄 稿 す る こ
とを 半 ば 義 務!;けて きた の だ か ら,山 椒 ζ1料が り.毎に|∫・1
容 充実L.て きた の もむ しノ)当然 な 帰 結 か も しれ な い.例
え['/'任'fa:}1kl|「C'「1'13L}ナ(19681ド)をと りあげ て.なよ う.
国 分 征ll.の学瀦f論 文 と もい え る内 容 の 第7次 越 冬 報告.
守 田 康 太郎 ㍑の カ タバ風 に 関 す る論 文,福 島 博 君の露 岸
地域 の 苔 と藻 類 に 関 す る2論 文 と共 に,:私の グ ノL.一ソ.の
リ=ツ ・4.・・i/tレム 湾 .東岸 キ'}fiの固 化fド代 と占地 磁 気('γ:に
関 す る論 文 が(菱載 され て い る.そ び)他に,第8次 隊 に 関
す る通 常 報 告 もの せ られ て い る,こ れ はll本南 極地 域 観
測隊 のIE式報 告1・ilであ る と共 に,立 派 な 南極 科'L}`搏門 誌
rごあ る と訂Z「[|liL..fりる で あ ろ う,
採∫48号(19.74fi・/)カ・ら看訴F孟「芝び)|1可/'t:　K,Cjuf　If)f・".F)i・iこよ っrご
「佛 三資 料 が 発行 さ.ltるに 至 って,F山Iliは急 肛鮒1す る よt)
に な った.先 づ 拡 大 され た編 集 委 員 会 が定 期 的 に 会 合L..
て,南 頼 観 測 隊 の1|:式報.告と南1練:[.学に関 す る学 術 論 文
の 双 方 を 系統 的 に 編 集す る 方 策が,nt,i'rlfi　i:　.1　t　, そ の 実 務 を
精 力rl勺に 遂 行 す る こ とに な っ た.:1痂」.匝研 究 所 図,1}弓{が編
集 委員 会 と協.力して,　.k　JJをつ くす よ うに'1£っ た のは 勿
論 であ る.そ し..て,「目木 南 極地 域 観測 隊 の 報 告」を掲 載






消 され,『南 観資 料 』は 狙いkの形 態 を 整 え る姿 とな 一.)た,
第48号,153.∫〔は4請 の観 測1;家報告`1}と6編の学 林1論文
か ら成 って い る.第69}」.から第7:t:J.に至 る最 近 の5冊 を
取 りあ1.fてみ る と総 べ ー ジ数 は1.047て.あり,11‖}1/均200
Y{余とな る.　「J・J'filよ,研うt、論 文,研 「先 ノ ー{・,撤.告のlilt[
に組 織 的 に 配 列す る編 集 方 針 が 採 ら.bてい る.
1打極 資 料1.り'から73り・まで の 歴 史 は,日 本 南1亟地 域 観
測 隊 の 歴 史の 記録 ・:.ある,歴 史 の 記 録 と:よ行 動 の 「tr・!史の
記録 で あ る とIUこ,行 動 の 成 果 と して の学 術的 業辛1il稻.な
[:げの歴 史 を も含 むべ きで あ る とf:1'じて い る,南 恢 資 料
節VJ'か ら最 近 号ま 『でを通 して なが もて な ∠りと,日 本 の
南 極観 測隊/elk/a))tiLjlと日本 に おけ る極 地1:}字形b曵の歴
史 の 両.方が 良 く展 望 で き る と思.).
最 近 の 極地f十字 各 分野 の 進 展 に 伴 って,極 地 研 究 所 て.
㌶ ㌫ 濃lt㍗1㌫鴇㍑灘;;1:1●
る と共 に,他 力では 「JARE　Dada　Reports」に よ ・..}『Cil[
拉 す る生 デ ー.タを 各分野 の 研 究 丹に 供 給 す る努 力 も併 行
t.て実 施L.r:いる.L.か1.,『南 極資 料』の 持 つ 歴'」2的F「ll
な と,そ の総 合的 な 内容 のfalli値は 少1も 減 少 した わ け で
は な い.南 観 資 料 は これ.から も 「|本南 極 地」曳観 測 隊 と国
・㌃極地 研 究 所 ぴy1γ二桁的 活 動 の 総rr記録 と し.て,ごヒす ます
進 展 し,合 理 化 さ.}tて行 く二 とを願 望 し,/.ltたそ.1て.あ


















































現 在 の 昭 和1,L!・地
南極観測25周年記念事業
一 南 極 観 測25周 年 記 念 祝 賀 会 開 か る 一
昭 和32年永 田 隊 長 に 率 い られ た 第1次 観測 隊 に よ り,
南 極のiicオン グん島 に 「11「{和jiC'地」 をr"」,1'IL..て以 来,四
半 世紀 に あ た る昭 和57年1月291|,南極地 域 観 測251、tlfl,一
を1記念 す る祝 賀 会 が .東京 飽 田J.のりご.茶会 鮪;}こ:おい て盛 人に
開 か れ た.
祝賀 会 は,遠 山 敦f'支川;省匡[1祭学 術 課 長 の 司1セで進 め
られ,南 極地 域 観 測 統 「↑推 進 本 部1.乏の ほ か,来 賓 の挨 拶
カt多数1タ)り,.二、トしま...ご.のbUi貝ljl:家立1,乗 組1£1し/J)ごまカ.,.文ド訂:







































で発行され,各 巻は:総 説,超 高層大気とオーロラ,気
象 ・海洋,雪 と氷,地学,南 極隅石,生 物,南極の人の






































の隅石がみつけられた.気 水圏部門では,採 氷帯,堆 雪
帯,モ レーン帯での境界層観測,低 層 ゾンデ観測などが
実施された.セ ロンダーネ山脈の航空写真撮影も昨年に















昨 年 度 に引 き続 き,エ レバ ス火 山 の地 震 活 動 を観 測 す
るた め 渋 谷,寺 井(極 地 研),岡 山(北 大)の3名 が11年
月23日マ クマ ー ド基 地 に 入 った.通 称 、IMESSと呼 ば れ
るエ レパ ス火 山 の 国際 協 同 観 測 の ア メ リカ側 の 参加 者 は
Phylip　Kyle他3名,二a－ ジ ラ ン ドはRay　Dlbble他
1名 で あ った,　IMESSの 目的 は,よ り多 く,よ り精 度

















いるが,これは海水のP波 速度に近 く,有 珠山のPv～
3.Okm/sと比較 しても異常に小さな値と言ってよい.



















日間と短くなったのが残念 であ るが,12月の1ケ 月間




















す.図1か らわかる通 り,山頂に対 し北東及び南東斜面
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シンポジウム報告
一算4回 極域気水圏シンポジウムー
昭 和57年1)120日よ り22fiまで の3日 間,当 研 究 所 講
堂 に お い て 当研 究 所 主 催 の シ ンポ ジ ウ ムが 開 か れ た.発
表 論 文48編,出 席 者90名に 及 ん だ.3年 に わ た る 「南 極
域 気 水 圏 観測 計画(POLEX-South)」中,第20次,21次
観 測 隊 に よ る成 果 が発 表 され た.カ タパ 風(斜 面 滑 降 風)
域 に お い て実 質 上活 動 して い る唯 一 の 基 地 「み ず ほ 」 で
の 境 界 層,放 射 観 測 の 解 析 が,カ タバ 風の 実 態,カ タパ
風域 で の 放射 特 性 を 明 ら か に し つ つ あ る.ま た,本 年
1982年よ り始 ま っ た 「中 層 大 気 観 測 計画(MAP)」 の南
極 大 気 組 成 に 関 す る発表,23次 隊 よ り始 ま る 「東 ク イー
ンモ ー ドラ ン ド研 究 計 画」 の 雪 氷 に 関 連 した 発 表 な ど も
あ った.
講 演 論 文は,当 研究 所発 行 の"Memoirs　of　National
Institute　of　Polar　Research,　Special　Issue'　に 掲 載 さ
れ る 予定 で あ る.
プ ロ グ ラ ム
1月20M(水)
挨 拶 国立 極 地 研 究 所 長 永 田 武
1寒 地.1:学 座 長 束 晃(北 大 ・低 温 研)
L21次 隊 の メカ ニ カル ドリル とそ の 後 の 改 良
鈴 木 義 男(北 大 ・低 温 研)
白石 和 行(極 地 研)
2.散 水 に よ る人 工 氷 飛 行場 作成 の昭 和 基 地 に:}sける
`,J能性
中尾 正義(北 大 ・工)
3.風 洞 実験 に よ る建 物 周 辺 の雪 の吹 きだ ま り予 測 と
昭 和 基 地 での 実 測
半 貫敏 夫,佐 藤 稔 雄,三 橋 博 巳(日 大 ・理 工)
ll　海 洋 ・海 氷 座 長 楠 宏(極 地 研)
1.北 極海 の3次 元数 値 モ デ ル
酒 井 敏(京 大 ・教 養)
今 脇 資 郎(京 大 ・理)
2.他 海域 と比 較 しての 南 極海 の渦 形 成 一 漁 場 環 境 解
析 の 為 に 一
福 岡二 郎,三 宅秀 男(北 大 ・水産)





川ll貞雄,前 晋 爾(極 地 研)
4.東 オ ン グル 島周 辺 の海 水 の 凍 結 過 程(1980年)
小 林 俊 一,石 川 信敬(北 大 ・低 温 研)
5
内藤 靖彦,川 目貞 男(極 地 研)
5.人 工 衛 星情 報 に よる海 氷研 究
小 野 延 雄(北 大 ・低 温研)
皿 氷 床 座 長 石 田 完(北 大 ・低 温 研)
1.氷 床 の 流 量 計 算 に お け る温 度 プ ロフ ァ イ ル の効 果
長 尾 正敏,中 尾 正 義,東 晃(北 大 ・.ll)
2.ヌ ナ タ クス周 辺 に お け る氷 床 内 部 流線 及 び 氷床 変
動
成 瀬 廉 二,橋 本 雅 之(北 大 ・低 温研)
3,ア イ ス レー ダ ー エ コーの 数 値 解 析
西 辻 昭,泉 達 司(北 大 ・応 電 研)
和 田 誠,前 晋 爾,楠 宏(極 地 研>
4.極 地 雪 氷 の 圧 密 速 度
海 老 沼孝 郎,前 野 紀 ・(北大 ・低 温 研)
5.氷 床[tにお け る環境 中性 子 の 役割
小 玉IE弘(1【|梨医 大)
6.ア ラ ン ・ヒ ル ズ裸 水 中 の 宇宙 塵
田澤 雄 二,神 山 孝.``10;(大'理)
野 」謙.一一(独協 医 科 大)
藤 井 理 行(極 地 研)
　 7.　Correlation　of　glaciation　anddeglaciation　be-
　 　 tween　Japanese　mountains　and　Antarctica
堀 江 正 治(京 大 ・琵 琶 湖 占環 境 実験 施1没)
　　　　　　　　C,　Sch1Uchter　(lnstitute　of　Founclation
　 　 　 　 　 　 　 　 Engineering　a dSoil　Mechanics,
　　 　　　　　 　　　 ETH,　ZUrich)
W雪 結 晶 ・降 雪 ・雲 座 長 若 浜.if.郎(北大 ・低 温 研)
L雪 の結 晶 の中 心 核 につ い て
菊 地 勝 弘,村 上 正 隆(北 大 ・理)
2.低 温 領 域 で成 長 す る雪 結 晶 の形 態
権 田 武 彦,小 池哲 也(東 理 大 ・理.1:)
3.昭 和 基 地 付近 の 降 雪 に つ い て
和 田 誠(極 地 研)
4.夏 季 北 極 層 雲 の 生 成過 程 の 数 値実 験
太 田 幸 雄(北 大 ・工)
Vδ1eo　 座 長 渡 辺 興亜(名 大 ・水 圏 研)
1.南 極 に お け る降 雪 の酸 素 同 位 体 組 成 と地 上気1趾に
つ い て
加 藤 喜 久 雄(名 大 ・水圏 研)
2.み ず ほ 基 地 に お け る飛雪 の酸 素 同 位体 組 成 に つ い
て
加藤 喜 久 雄(名 大 ・水圏 研)
藤 井理 行(極 地 研)
3降 雪 の 酸 素 同 位 体 組 成(δ180)の距 離 に よ る変化
率 一 南 極 と日本 との 比 較 一
極 ロ敬 二(名 大 ・水 圏 研)
1月21「1(木)
極 地 研

















W組 成 座長 小川利紘(東 大 ・理)
　　　　　　　　　　Ly-a1.H20十hレー→OH*十Hを 用いた水蒸気測定法の
極域大気中における使用について
村林 成(名 大 ・水圏研)
山下喜弘(気 象研)
岩坂泰信(名 大 ・水圏研,極地研)




牧野行雄,村 松久史,広 田道夫,佐 々木徹
(気象研)
3.吸 光法による中性大気微量成分の観測






岩上直幹,小 川利紘,柴 崎和夫(東 大 ・理)
6.南 極における二酸化炭素観測(提 案)
田中正之(東 北大 ・理)
W話 題提供a座 長 小野 晃(名 大 ・水圏研)
L南 極大気中のエーロゾルの性状及び起源について
伊藤朋之(気 象研)




b座 長 川1山 男(極地研)
6
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1.気 象衛星による リモー ト・センシングのための透
過関数の計算
伊藤誠吾,田 中信也,芳 野越夫(電 通大)
山内 恭,川 目東男(極地研)
2.新 しい放射計算方式の開発









X境 界 層 座 長 小 林 大 二(北 大 ・低 温研)
1.・7tずほ 基 地 の 接地 気層 の特 性(n)
大畑 哲 夫(名 大 ・水圏 研)
和 田 誠,川 「1貞男(極 地 研)
2.低 い カ タパ 風 の 発達 過 程 に お け る 熱 の:唾直 混 合
小 林俊 一,石 川 イ、緻(北 大 ・低 温 研)
大 畑 哲 夫(名 大 ・水 圏 研)
川 口 貞男(極 地 研)
3.低 い カ タパ 風 の中 の シア ー不 安 定 に よ るili:力波 の
観 測
小 林 俊 一,石 川 信 敬(北 大 ・低 温 研)
大 畑 哲 夫(名 大 ・水 圏 研)
川 目 貞男(極 地 研)
4.南 極 大陸 上 で観 察 され た 波 状 雲
金 戸 進(札 幌 管 区 気 象 台)
5.サ ス ツル ギの 規 模,方 位 を 決 定 す る因.f'につ い て
大 畑 哲 夫(名 大 ・水圏 研)













研 究 分野 研 究 題 目 担 当 教 官
超高層物理学











南極氷床論|楠 宏 教 授
極地気象学|川 口貞男 教 授








































環境科学:ア デリーペ ンギンの調査をルパン島のル ッ





をかなめ島～ リーセルラルセン半島で,ア デリーペ ンギ
ンセンサスを リュツォ・ホルム湾地域で,皇 帝ペンギン
センサスを梅干岩 とり一セルラルセン半島で実施 した,
地学:海 底カメラの撮影は露光量の調整が難 しいが リ
=ツt・ ホルム湾,オ ングル海峡で各1回 成功した.ま
た,流 向 ・流速計をオングル海峡の2地 点で設置 し測定
した.航 空機を使っての観測は,リ ュツォ・ホルム湾地









消費量 残 量 消費量 残 量
普 通 軽 油1・ 臥・46258,15716,83241,325
灯 油 3,870 6,332 1,753 4,579
みずほ旅行の際に,南極軽油 ドラム内の水 ・砂 ・異物
の混入が原因と思われる燃料の トラブルが多発 した.な
お,み ずほ基地まで鉄協2台 を使っての ドラム輸送も行
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　fer　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure.
　 　　 　　 　　 　 　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 月 数　(Number　of　clear　days)
ミ
1【極地豆事典】









































して,画 像鮮明度 ・天頂付近のオーロラ動 形撮 影 が 可1











1力篇 ㌶ ㌫ ㌶ 全天。、ラ観、1,装。、。 、6。皿
{
{　Bolex　movie　ameraに凸 面鏡 と カセ グ レイ ン鏡 を結 像
1系 として組a・ … 秒毎・5秒露・・・…1す… であ・
た が,1970年(JARE-11)に魚 眼 レ ンズ と35　mm　Auto・
max　cine・pulse　cameraを組 合 せ た 全 天 カ メ ラ装 置が,
レ ンズ ・カ メ ラ ・フ ィル ム等 の飛 躍 的 技 術 発 展 を背 景 に
1開 発 され た.35mm全 天 カ メ ラは,旧 来 の デ ー タに 比
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